
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                   

 

 

   

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 

 

平
成
最
後
の
お
正
月
、
如
何
お
過

し
で
し
ょ
う
か
？
今
年
の
冬
は
積
雪

も
な
く
、
気
温
も
高
め
で
過
ご
し
や

す
い
お
正
月
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
一
年
、
災
害
の
な
い
年
で

あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。 

◎
同
総
会
本
部
：
地
域
活
動
発
表
会 

 

十
一
月
十
五
日
（
木
）
近
江
八
幡

「
ひ
ま
わ
り
館
」
に
て
実
施
さ
れ
た
。 

当
高
島
支
部
か
ら
は
三
六
期
の
白
井

さ
ん
が
《
社
協
：
や
す
ら
ぎ
荘
の
植

栽
剪
定
》
と
云
う
テ
ー
マ
で
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
上
空
か
ら
の
写
真
を
交
え

て
持
ち
時
間
の
三
十
分
を
フ
ル
に
使

い
社
協
と
高
島
支
部
と
の
関
わ
り
や

除
草
・
剪
定
の
様
子
を
説
明
さ
れ
た
。 

白
井
さ
ん
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
ま

た
応
援
に
来
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

◎
草
津
校
・
米
原
校
で
無
料
の
必
修

講
座 

草
津
校
・
１
０
時
～
１
２
時 

平
成
三
十
一
年
三
月
一
日
（
金
） 

テ
ー
マ
：
ひ
た
す
ら
な
る
つ
な
が
り 

 
 

 
 

共
生
社
会
と
私
た
ち 

講
師
：
谷
口
郁
美
氏
（
県
社
会
福
祉

協
議
会
事
務
局
次
長
） 

米
原
校
：
１
０
時
～
１
２
時 

平
成
三
十
一
年
三
月
一
四
日
（
木
） 

テ
ー
マ
：
備
え
と
構
え
で
減
災
目
指

す
・
い
ざ
と
言
う
時 

自
動
・
共
助 

講
師
：
太
田
直
子
氏
（
た
か
し
ま
災

害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
） 

聴
講
希
望
者
は
お
近
く
の
地
区
幹
事

さ
ん
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

＊
各
支
部
に
割
り
当
て
有
り
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎
同
窓
会
機
関
誌
「
会
報
三
五
号
」

を
配
布 

レ
イ
カ
デ
ィ
ア
同
窓
会
の
全
体
の
動

き
や
各
支
部
（
九
支
部
あ
り
ま
す
）

レイ大高島通信 
レイカディア大学同窓会高島支部 
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の
イ
ベ
ン
ト
状
況
が
網
羅
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 
 ☆ 

高
島
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

逐
一
更
新
さ
れ
て
い
ま
す
。 

パ
ソ
コ
ン
或
い
は
お
手
持
ち
の
ス
マ

ー
ト
ホ
ー
ン
で
「
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大

学
同
窓
会
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開

い
て
下
さ
い
。
滋
賀
県
の
地
図
が
出

ま
す
。
そ
の
中
の
高
島
市
の
場
所
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
時
系
列
順
に
支

部
で
実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
度
覗
い
て
下
さ

い
。 

な
お
、
現
在
高
島
支
部
で
は
楯 

進

さ
ん
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
担
当
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。 

☆ 

今
年
の
冬
は
？ 

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
か
、
暖
冬
の
気
配 

気
象
庁
は
世
界
的
に
異
常
気
象
を
引

き
起
こ
す
と
さ
れ
る
「
エ
ル
ニ
ー
ニ

ョ
現
象
」
が
発
生
し
た
と
み
ら
れ
る

と
発
表
し
た
。
今
年
の
冬
は
東
日
本

か
ら
沖
縄
に
か
け
て
暖
冬
に
な
る
可

能
性
が
高
い
と
し
て
い
る
。（
十
一
月

九
日
：
朝
日
新
聞
） 

 
☆ 
皆
さ
ん
ご
存
じ
で
す
か
？ 

近
く
の
び
わ
湖
の
み
な
ら
世
界
中

の
海
の
中
に
は
我
々
人
間
が
不
用
意

に
捨
て
た
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ゴ
ミ
が

年
間
８
０
０
万
㌧
も
海
に
流
れ
込
ん

で
い
る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 《
新
聞
記
事
か
ら
》 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
海
岸
に
流
れ
着
い

た
全
長

9
.5

メ
ー
ト
ル
の
マ
ッ
コ
ウ

ク
ジ
ラ
の
胃
の
中
か
ら
大
量
の
プ
ラ

ご
み
が
見
つ
か
っ
た
。
海
に
捨
て
ら

れ
た
ゴ
ミ
を
飲
み
込
ん
だ
も
の
と
思

わ
れ
る
。
ポ
リ
袋
２
５
枚
、
カ
ッ
プ

１
１
５
個
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
４
本
、

サ
ン
ダ
ル
２
個
に
ロ
ー
プ
等
が
あ
っ

た
。
そ
の
量
は
５
．
９
ｋ
ｇ
に
も
な

る
と
い
う
。
死
因
は
断
定
し
て
い
な

い
が
廃
プ
ラ
の
大
量
摂
取
で
死
亡
し

た
と
な
る
と
、
人
間
が
殺
し
た
と
云

っ
て
も
間
違
い
は
な
い
だ
ろ
う
。 

国
連
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
約
４
０

カ
国
が
レ
ジ
袋
の
仕
様
や
製
造
を
禁

止
し
国
レ
ベ
ル
で
実
施
す
る
。
脱
プ

ラ
は
世
界
的
に
急
速
に
進
ん
で
い
る
。 

 

☆
日
本
は
世
界
第
２
位 

一
人
あ
た
り
の
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
廃

棄
量
で
す
。 

昨
年
開
か
れ
た
主
要
７
ヶ
国
首
脳
会

議
で
「
海
洋
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
憲
章
」

で
議
論
さ
れ
た
。
年
間
・
一
人
あ
た

り
の
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の

廃
棄
量
は
米
国
が
世
界
１
位
で
四
十

五
ｋ
ｇ
・
第
２
位
が
日
本
で
す
。
そ

の
値
は
な
ん
と
３
２
ｋ
ｇ
で
す
。
こ

の
数
値
を
下
げ
て
い
く
の
は
国
民
一

人
ひ
と
り
が
意
識
を
高
め
、
ま
ず
、

第
一
に
使
わ
な
い
、
第
二
は
使
っ
た

後
は
リ
サ
イ
ク
ル
に
廻
す
。
最
後
の

手
段
と
し
て
廃
棄
処
分
（
焼
却
）
す

る
。
と
云
う
こ
と
で
す
。 

因
み
に
中
国
で
は
年
間
の
廃
棄
総
量

が
四
千
万
ト
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

総
人
口
を
十
三
億
人
と
す
る
と
、
年

間
・
一
人
あ
た
り
の
廃
棄
量
は
３
０
．

７
ｋ
ｇ
と
な
り
ま
す
。 

 

プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ご
み
は
世
界
で

年
三
億
ト
ン
に
も
の
ぼ
り
、
少
な
く

と
も
八
百
万
ト
ン
が
海
に
流
れ
る
と

言
う
。
波
や
赤
外
線
で
細
か
く
砕
け

海
水
中
を
浮
遊
し
、
い
ず
れ
は
魚
に

飲
み
込
ま
れ
て
お
な
か
の
中
に
溜
ま

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。 


